
 
                                
                                

 

  
●第１８回飲酒運転根絶決起大会に参加して 
 令和６年９月２４日（火）に仙台市戦災復興記念館記念ホールにて開催され、 

●令和６年上半期の県内の交通死亡事故は２３件２３人となっている。特に、高齢者が１５件１５人で全体の約７割を 

占めている。 

●令和５年実施の自転車ヘルメット着用は、宮城県のヘルメット着用率は１０．８％ 

と全国平均（１３．５％）を下回っている。 

●ヘルメット着用別の致死率では、非着用者は、着用者の約１．９倍になっている。 

等が宮城県警から報告されました。  

 基調講演では、２４年前、自宅近くで飲酒暴走軽トラックにはねられ当時、小学２年生の最愛の娘さんを亡くした岩 

手県二戸市の大崎礼子さんの「娘を失って」の話があり、２４年経っても、周りの慰めの言葉も癒しにはならない 

こと。現在は、不慮の事故や事件に巻き込まれた方たちの心の訴えを伝えるために、等身大のパネルと、その目 

線上に元気な時の写真と本人、遺族、友達のメッセージ、パネル下には当時愛用していた靴等を置いて、遺族た 

ちが訴える場所を全国展開しているとのこと。その後、事故時に居合わせた現在３４歳の次男による作詞作曲のギ 

ター演奏がビデオで流れ、“今でも妹に会いたい”と静かなる叫びのような歌が参加者の涙をさそっていました。 

 最後に、１９年前に多賀城高校の先輩たちを同様な事故で亡くした仙台育英学院高校書道部の「飲酒根絶書道パ 

フォーマンス」で終了いたしました。 

  

 

 

 

 

●年間で最も人身事故が発生している交差点、いわゆる「危ない交差点ワースト５（宮城県編）」が公表

されました。 
「日本損害保険協会」では、２００８年から毎年、１年間における交通事故のデータを基に「全国各地の危ない交差 

点」を公表している。宮城県では、１１年連続でワースト５位以内に入っていた「仙台バイパス６丁目交差点」が、 

「矢印で示す信号機」を設置したり、路面に「止まれ」のカラー塗装表示をするなどの処置をすることにより、１０位 

になっている。 

順位 交差点名 場所 事故件数 

 １ 仙台バイパス箱堤交差点 仙台市宮城野区日の出町    ７ 

 ２ 八乙女交差点 仙台市泉区八乙女中央    ６ 

根岸交差点 仙台市太白区根岸町 

 ４ 東二一番丁定禅寺通交差点 仙台市青葉区本町  

 

   ５ 

仙台バイパス蒲町交差点 仙台市若林区中倉 

広瀬通国分町交差点 仙台市青葉区国分町 

荒町交差点 仙台市若林区荒町 

愛宕大橋交差点 仙台市若林区土樋 

国道２８６号熊野堂入口交差点 名取市高舘熊野堂 

 

 


